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1．5 遅れている領域：音楽の筆記 

 

 視覚障害者がいろいろな音や音楽に関心が高いことは良く知られている。点字は、発明

された当時から、普通の文字の他に音楽の表記もできるようになっていたことが、この事

情を良く表している。盲人が音楽を書き記すためには、点字板1つでできるわけである。 

 それにもかかわらず、点字の楽譜は世界的に不足しており、現在欧州各国の関連機関が

協力して点字楽譜の供給体制を確立する努力をしているほどである。我国でも早稲田大学

のグループが、大日本印刷の楽譜の電算写植データから自動で点字楽譜を出力するこころ

みを行ってきたが、残念ながら完成を見ていない。 

 また、最近コンピュータの応用分野のひとつとして電子音楽、コンピュータ・ミュージ

ックが興味深い領域を開いているが、盲人がＭＩＤＩ音源などを制御するのには困難が多

い。音源の制御そのものが視覚を必要とするわけではなく、制御ソフトや機器のパネルが

視覚を使わないと利用できないことによる。よって、盲人に適したインターフェイスがで

きれば、問題は解決できると思われる。 

 たとえば、上述したような点字の筆記補助具で楽譜を入力して、それがＭＩＤＩ楽器な

どで演奏できたり、墨字の楽譜に変換できたりするような、音楽の筆記への技術の応用は

ほとんど無視されてきた分野である。唯一ユニークな解決を与えているのは、前述したユ

リーカ A4 である。ユリーカの音楽機能は、点字による楽譜の表記法は利用していないが、

直感的に理解できる入力方法を採用しており、盲人が自由に音楽を入力・編集・演奏する

ことができるようになっている。盲人のミュージシャン、スティービー・ワンダーがこの

ユリーカを絶賛するユーザであり、来日の度にユリーカの存在をひとりでも多くの盲人に

教えようとすることは、見方を変えれば、前述のようなニーズを満たす補助具が数少ない

ことを物語っている。 

 

1．6 まとめ 

 

 視覚障害者にとって自分の筆跡で文字を書きたいという欲求や、音楽を楽しみたいとい

う希望は強いものがある。 

 2 章以降で詳述した「音」をフィードバックして筆記を支援するシステムは、ある意味

で音楽を応用したシステムといえる。すなわち筆跡を感知して、左右方向は音量に、上下

方向は周波数や音色に変換する。筆跡がたどる平面は結局のところ音を利用したガイド盤

であり、音楽的な素材といえる。 

 そういう意味では筆記を支援するだけでなく絵を書くガイドとなったり、1．5 で述                 
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ベたような音源を制御するパネルに展開できる可能性がある。 

 2 章以降では筆記支援に関する応用に的をしぼっているが、このような発展性を内に秘

めたシステムであることも認識する必要があろう。 
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